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Ｖ 各教科

１ 国語科の目標構造と目標分析

(1) 目標

国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想像力を養い，

言語感覚を豊かにし，国語に対する認識を深め国語を尊重する態度を育てる。

国語科の目標については，学習指導要領に上記のように示されている。目標は，国語による表現力と理解力とを

育成するという国語科教育の基本的な理念を継承しつつ，自分の考えをもち，論理的に意見を述べる能力や，目的

や場面などに応じて適切に表現する能力を重視して 「国語を適切に表現し正確に理解する能力」となっている。，

また，社会生活に必要な言語能力として，互いの立場や考えを尊重しつつ言葉により「伝え合う力」の育成を重視

し，目標に位置付けている。全体としては，言語の教育としての立場を重視しながら，実現すべきの中学校国語の

目指すところを端的に示している。

(2) 内容等

① 領域構成

国語科の領域は，教育課程審議会答申の「自分の考えをもち，論理的に意見を述べる能力，目的や場面などに

応じて適切に表現する能力，目的に応じて的確に読み取る能力や読書に親しむ態度を育てることを重視する」こ

とを踏まえ 「Ａ話すこと・聞くこと 「Ｂ書くこと 「Ｃ読むこと」及び〔言語事項〕の３領域１事項から構， 」， 」，

成されている。これは， それぞれの領域の特性を生かしながら生徒主体の言語活動を活発にし，言語能力を調

和的に育て，言語の教育としての国語科の目標を確実に実現するためである。また，互いの立場や考えを尊重し

て，言葉で伝え合う力を育成することに重点を置いて内容の改善を図ることから 「話すこと」と「聞くこと」，

とが１領域としてまとめられている。

各領域，事項の重点とするところは，次のとおりである。

「Ａ話すこと・聞くこと」

自分の考えをもち，相手の立場や考えを尊重し，論理的に意見を述べる能力を育成するとともに，目的や場面

に応じて的確に話したり聞いたりする能力を高め，話し言葉を豊かにしようとする態度を育てるようにする。

「Ｂ書くこと」

自分の考えをまとめ，立場を明らかにし，相手や目的に応じて論理的で効果的な文章を書く能力を高めるとと

もに，書くことにより生活を豊かにしようとする態度を育てるようにする。

「Ｃ読むこと」

目的や意図に応じて内容を的確に読み取る能力を高め，進んで読書に親しむ態度を育成するとともに，読書を

生活に役立て自己を向上させようとする態度を育てるようにする。また，古典の指導については，古典に親しむ

ことに重点を置き，我が国の文化や伝統についての関心を深めるようにする。

〔言語事項〕

， 。 ，小学校との関連を図りつつ 各領域の学習に役立てるための基礎的な事項として位置付けられている 内容は

音声，語句・語彙，話や文章，文，単語，言語生活に関する指導事項，漢字の読み書きに関する指導事項，書写

に関する指導事項である。

② 各学年の目標

教育課程の基準の大綱化，その運用の弾力化を踏まえるとともに，学校や生徒の実態に応じて重点的に指導で

きるよう，学年の目標や内容は第１学年と，第２学年及び第３学年とに分けて示してある。第２学年及び第３学

年においては，２年間というまとまりの中で，生徒の実態に応じ，重点的に指導内容を取り上げ，その確実な定

着を図ることを重視している。

第 １ 学 年 第２学年及び第３学年

Ａ ( ) 自分の考えを大切にし，目的や場面に応じて ( ) 自分のものの見方や考え方を深め，目的や場1 1
話すこと 的確に話したり聞いたりする能力を高めるとと 面に応じて的確に話したり聞いたりする能力を

聞くこと もに，話し言葉を大切にしようとする態度を育 身に付けさせるとともに，話し言葉を豊かにし

てる。 ようとする態度を育てる。

Ｂ ( ) 必要な材料を基にして自分の考えをまとめ， ( ) 様々な材料を基にして自分の考えを深め，自2 2
書くこと 的確に書き表す能力を高めるとともに，進んで 分の立場を明らかにして論理的に書き表す能力

書き表そうとする態度を育てる。 を身に付けさせるとともに，文章を書くことに

よって生活を豊かにしようとする態度を育てる。
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第 １ 学 年 第２学年及び第３学年

Ｃ ( ) 様々な種類の文章を読み，内容を的確に理解す ( ) 目的や意図に応じて文章を読み，広い範囲か3 3
読むこと る能力を高めるとともに，読書に親しみものの見 ら情報を集め，効果的に活用する能力を身に付

方や考え方を広げようとする態度を育てる。 けさせるとともに，読書を生活に役立て自己を

向上させようとする態度を育てる。

③ 内容

各学年の指導事項は，指導内容の厳選，重点化という考え方を受けて設定してあるので，それぞれの系列で，

前後の学年の指導事項に留意し，各学年の指導を工夫する必要がある。

「Ａ話すこと・聞くこと」の指導事項

第 １ 学 年 第２学年及び第３学年

発想や ア 広い範囲から話題を求め，話したり聞いたりし

認識 て，自分のものの見方や考え方を広めたり，深め

たりすること。

考えや ア 自分の考えや気持ちを相手に理解してもらえる

意図 ように話したり，話し手の意図を考えながら話の

内容を聞き取ったりすること。

話題 イ 自分の考えや気持ちを的確に話すためにふさわ

しい話題を選び出すこと。

構成や ウ 全体と部分，事実と意見との関係に注意して， イ 話の中心の部分と付加的な部分，事実と意見と

論理 話したり聞き取ったりすること。 の関係に注意し，話の論理的な構成や展開を考え

て，話したり聞き取ったりすること。

ウ 話の内容や意図に応じた適切な語句の選択，文

語句や文 の効果的な使い方など説得力のある表現の仕方に

注意して，話したり聞き取ったりすること。

エ 話合いの話題や方向をとらえて的確に話した エ 相手の立場や考えを尊重し，話合いが目的に沿

話合い り，それぞれの発言を注意して聞いたりして，自 って効果的に展開するように話したり聞き分けた

分の考えをまとめること。 りして，自分の考えを深めること。

「Ｂ書くこと」の指導事項

第 １ 学 年 第２学年及び第３学年

， ，発想や ア 身近な生活や学習の中から課題を見つけ，材料 ア 広い範囲から課題を見つけ 必要な材料を集め

認識 を集め，自分の考えをまとめること。 自分のものの見方や考え方を深めること。

事柄や イ 伝えたい事実や事柄，課題及び自分の考えや気 イ 自分の立場及び伝えたい事実や事柄を明確にす

意見 もちを明確にすること。 ること。

選材 ウ 自分の考えや気持ちを的確に表すために，適切

な材料を選ぶこと。

。構成 ウ 文章の形態に応じて適切な構成を工夫すること

記述 エ 自分の意見が相手に効果的に伝わるように，根

， 。拠を明らかにし 論理の展開を工夫して書くこと

エ 書いた文章を読み返し，表記や語句の用法，叙 オ 書いた文章を互いに読み返し，文や文章を整え

推敲 述の仕方などを確かめて，読みやすく分かりやす て，説得力のある文章にすること。

い文章にすること。

評価・ オ 書いた文章を互いに読み合い，題材のとらえ方 カ 書いた文章を互いに読み合い，論理の展開の仕

批評 や材料の集め方などについて自分の表現の参考に 方や材料の活用の仕方などについて自分の表現に

すること。 役立てること。
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「Ｃ読むこと」の指導事項

第 １ 学 年 第２学年及び第３学年

語句の意 ア 文脈の中における語句の意味を正確にとらえ， ア 文脈の中における語句の効果的な使い方につい

味や用法 理解すること。 て理解し，自分の言葉の使い方に役立てること。

内容把握 イ 文章の展開に即して内容をとらえ，目的や必要

や要約 に応じて要約すること。

構成や ウ 文章の中心の部分と付加的な部分，事実と意見 イ 書き手の論理の展開の仕方を的確にとらえ，内

展開 などを読み分けて，文章の構成や展開を正確にと 容の理解や自分の表現に役立てること。

らえ，内容の理解に役立てること。

表現方法 ウ 表現の仕方や文章の特徴に注意して読むこと。

主題や要 エ 文章の展開を確かめながら主題を考えたり要旨 エ 文章を読んで人間，社会，自然などについて考

旨，意見 をとらえたりすること。 え，自分の意見をもつこと。

ものの見 オ 文章に表れているものの見方や考え方を理解

方考え方 し，自分のものの見方や考え方を広くすること。

情報の活 カ 様々な種類の文章から必要な情報を集めるため オ 目的をもって様々な文章を読み，必要な情報を

用 の読み方を身に付けること。 集めて自分の表現に役立てること。

言語事項(1)の指導事項

第 １ 学 年 第２学年及び第３学年

音声 ア 話す速度や音量，言葉の調子や間の取り方など ア 音声の働きや仕組みについて関心をもち，理解

について注意すること。 を深めること。

語句 イ 語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に イ 慣用句，類義語と対義語，同音異義語や多義的

注意すること。 な意味を表す語句の意味や用法に注意すること。

ウ 事象や行為などを表す多様な語句について理解 ウ 抽象的な概念などを表す多様な語句についての

語彙 を深めるとともに，話や文章の中の語彙について 理解を深め，語感を磨き語彙を豊かにすること。

関心をもつこと。

話や文 エ 話や文章の中の段落の役割や文と文との接続関 エ 相手や目的に応じて話や文章の形態や展開に違

章，文 係などを考えること。 いがあることに気付くこと。

オ 文の中の文の成分の順序や照応，文の組み立て

などについて考えること。

オ 単語の類別について理解し，指示語や接続詞及 カ 単語の活用について理解し，助詞や助動詞など

単語 びこれらと同じような働きをもつ語句などに注意 の働きに注意すること。

すること。

カ 話し言葉と書き言葉との違いについて理解し， キ 共通語と方言の果たす役割などについて理解す

言語生活 適切に使うこと。 るとともに，敬語についての理解を深め生活の中

で適切に使えるようにすること。

言語事項(2)の指導事項

第１学年 第２学年 第３学年

学年別漢字配当表に示されてい 第１学年までに学習した常用漢 第２学年までに学習した常用漢

読み る漢字に加え，その他の常用漢字 字に加え，その他の常用漢字のう 字に加え，その他の常用漢字の大

のうち 字程度から 字程度 ち 字程度から 字程度まで 体を読むこと。250 300 300 350
までの漢字を読むこと。 の漢字を読むこと。

学年別漢字配当表の漢字のうち 学年別漢字配当表の漢字のうち 学年別漢字配当表に示されてい

書き 字程度の漢字を書き，文や文 字程度の漢字を書き，文や文 る漢字を書き，文や文章の中で使900 950
章の中で使うこと。 章の中で使うこと。 うこと。
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言語事項(3)の指導事項

第 １ 学 年 第２学年及び第３学年

ア 字形を整え，文字の大きさ，配列・配置に気を付け ア 字形，文字の大きさ，配列・配置などに配慮し，目

て書くこと。 的や必要に応じて調和よく書くこと。

イ 漢字の楷書とそれに調和した仮名に注意して書き， イ 漢字の楷書や行書とそれに調和した仮名の書き方を

漢字の行書の基礎的な書き方を理解して書くこと。 理解して書くとともに，読みやすく速く書くこと。

(3) 目標・内容の分析

国語科は，言語の教育としての観点を重視する教科であり，授業を通して，生徒の言語能力の育成を目指す教科

である。ここで大切なことは，１時間１時間の授業のねらいを明確にして，言語能力としての「話す・聞く能力」

「書く能力 「読む能力」の育成を目指すことである。そのためには，学習指導要領の「Ａ話すこと・聞くこと」」

「Ｂ書くこと 「Ｃ読むこと」に示された指導事項のすべてについて確実に指導する必要がある。学習指導案のは」

じめには，その単元や教材の学習を通して育成を目指す言語能力を明記しなければならない。そして，生徒の学習

状況の評価についても，目標・内容（指導事項）に照らしてその実現状況を見る「目標に準拠した評価（いわゆる

絶対評価 」を実施しなければならない。）

そこで，学習指導要領が示す目標・内容（指導事項）を，指導要録の改善通知に示された５つの観点（ 国語へ「

の関心・意欲・態度 「話す・聞く能力 「書く能力 「読む能力 「言語についての知識・理解・技能 ）から分析」 」 」 」 」

し，生徒が学習の実現状況を客観的に評価するために参考となる単元の目標（単元の評価規準）を設定することが

重要である。




